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4Forest Technology and Support Center

人工造林による有用広葉樹の育成技術の開発

上下田国有林 608ね1林小班 0.62ha

建築用材、器具材等の幅広い広葉樹用材の需要に対応するため、有用広葉樹の育林技術の体
系化を目的に、平成8年度から10年間、ヤマザクラ、ヤマグワ、ユリノキ、イヌエンジュ、オ
ニグルミの５種類を植栽し、成長等を調査しました。
その結果、土地への適応性が低い樹種と、生育の良い樹種に区分されました。生育の良いユ

リノキについては用材生産の可能性があることから、枝打区と対照区（無枝打区）とを設定し
育林技術に取り組んでいます。枝打ちは平成20年（13年生時）に１度実施しています。
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不成績の原因・・・植栽地が沢合流点の近傍。水はけの悪さが影響している？

■令和４年度調査結果

人工造林による有用広葉樹の育成技術の開発


